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　日本の戦闘者の資質について話をし
てきたが、なんといっても日本の戦闘
者なんだから本物の日本人でなきゃな
らねえよな。そこで、今回は、本物の
日本人について話をする。本物の日本
人とは、『日本の建国以来の歴史に誇り
を持ち、その歴史を貫く信仰的価値観
を共有し、これに基づいて考え行動す
る歴史的集団である』。「信仰的価値観」
について説明する。国を形成する集団
が成立するためには、人々が共に行動
できる共通の考え方が必要だ。しかも、
それが、たまたま個人が持っている価
値観が共通しているというだけじゃあ
国にはならない。集団の道徳的規律が
帰属する個人の価値観を形成すること
で、初めて国が成り立つ。つまり、日
本人の「良心」や「理想の自己」は日
本人という集団の歴史的道徳規範によ
って作られているとい うことだ。これ
が無くなれば、日本人という歴史的集
団は消滅し、近代西洋で発明された個
人の権利を守るための契約的集団であ
る日本国民か、グローバル・ガバナン
スの管理下に置かれるただの個人しか
残らない。
　熊野飛鳥むすびの里では、2月11日
の建国記念日に「神武天皇建国の意義
を学ぶ」文化研修を開催している。今
年は、4日間かけて、神武天皇建国の
御事績を実際に現地を訪ねて研修した。
神武天皇が大和に都を開く以前、日本
の国土には、父系縦型家族の家を柱と
する小規模共同体が点在していた。占
領米軍監督下の教育が始って以来、こ
の時代の名称を「縄文時代」と呼称す
るようになったが、日本の歴史的呼び
名は、大国主神（おおくにぬしのかみ）
の「国造りの時代」と呼ぶ。「大国主神」
は、別名「大物主神（おおものぬしの
かみ）」または「大穴牟遅神（おおなむ
じのかみ）」と呼ぶように、全国に在っ
た定住共同体の中でも特に勢いのあっ
た出雲や大和などの地域の家長の先祖
の事をそのようにお呼びしたのだろう。
この時代の史跡は日本全国に極めて多
数 確 認 さ れ て お り、 古 い も の で は
17000年前のものが確認されている。
つまり、日本人は17000年も前から同
じ地域に定住できる文化を育んできた
世界最古の集団である。イギリスの歴
史化トインビーが定義した4大文明な
る地域が、今ではすべて砂漠化してい
るように、人間が住めば土地が疲弊荒
廃し不毛地帯となっていった他国の歴
史と違い、日本では、1万年以上人間
が住んでも豊かな自然環境を維持でき
たわけだ。その理由は、その土地の自

然風土、土地のエネルギー（これを日
本人は「産土神（うぶすなのかみ）」と
呼んだ）、昔と将来、祖先と子孫、全て
の生き物が全て一体となって生きる
人々の定住共同体だったからだ。 その
土地の歴史を継承し将来を創造するた
め、その土地の生命活動に加わり、全
身全霊で生を全うしようとする人々だ。 
一つ所の土地に根を張って暮らす共同
体の生命活動は、人間が地球そして宇
宙の生命活動に参画することと同じこ
とだ。人間が社会生活を持続的に続け
るためには、その共同体社会を土地（自
然風土）の上に打ち立てるしかない。
自然風土とは個々の生命活動の総称で
あり、相互に深く結びついているので
分割できない。分割して人間が所有す
ることは、それだけで自然風土を破壊
する。そして、天地自然の中では交換
価値という資本主義的な尺度は見当た
らない。その土地の自然の一部として、
人間が自然の生命活動に加わり、働き
かけたことによってもたらされる豊か
な恵みを分け合えば十分に生きていけ
ることを日本人は1万年以上も実証し
ていたわけだ。　
　これらの定住共同体は、夫々交流が
あったことは遺跡の出土品からも確認
されているが、家を中心とした文化道
徳規範を有する共同体の地域的広がり
は限られていた。この日本全国に点在
した小規模定住共同体を、現在の日本
という地域的広がりで文化道徳規範を
共有する集団に纏めるための最初の行
動を起こしたのが神武天皇であった。
神武天皇という名は諡（おくりな：崩
御されてから偉業をしのび奉る御名）
で天皇の御位に即位される以前の名は

「神日本磐余彦命（かむやまといわれび
のみこと）」とお呼びした。4人の御兄
弟の一番末っ子であった。
　この御兄弟は、日向（現在の宮崎県）
の高千穂の宮に在って、「この国を平和
で安らかな国と成るようにしろしめせ」
と御先祖（天照大神）から授かった使
命を果たすにはどうしたらよいのだろ
うかと相談をした。そして、西の辺境
の日向から東（国の中心にふさわしい
地）へと進もうと決めた。一行は、日
向の美々津を出発し、先ず豊国（現在
の大分県）の宇佐に立ち寄った。その後、
筑紫（現在の福岡県）に1年、安芸（現
在の広島県）に7年、吉備（現在の岡
山県）に8年ほど居て、稲作を伝えつ
つ東進の基盤づくりをした。そこから
さらに瀬戸内海を東へと進み、日下の
蓼津（くさかのたでつ：生駒山の西）
迄進んだところで、登美（とみ：現在

の奈良盆地の地名）の長脛彦（ながす
ねひこ）の軍隊の抵抗に遭った。この
戦で、長兄の五瀬命（いつせのみこと）
が負傷し雄叫びを上げて亡くなった。
御陵（はか）は和歌山市竈山にある（日
本で唯一の金の勾玉が出土）。御兄弟は

「日の神の子孫である私たちが日に向か
って（西から東へと）戦ったのはよく
なかった。日を背にして攻撃できる陣
形をつくろう」と、紀伊半島を大きく
迂回して、大和の東側にあたる伊勢方
向へと海路前進した。一行は、前方の
様子が開けてよく見える熊野の神の村
に在る天の磐楯（あめのいわたて：現
在新宮市の熊野速玉大社摂社神倉神社
の御神体「ゴトビキ岩」）に登って、行
く先の様子を確認した。そこから再び
海路北進したのだが、熊野灘で嵐に遭
遇し、一行の船は熊野 の荒坂の津（熊
野市楯が崎から二木島辺り）に漂着し
た。旧暦の6月だから丁度台風の季節
だ。この海難で、次兄稲飯命（いなひ
のみこと）と三兄三毛入命（みけいり
のみこと）が嵐を鎮めようと身を海に
投じて亡くなった。稲飯命の御遺体は、

「二木島の土地の人が屍をおさめて帰り
之を奉葬した」と社記に伝わる室古神
社（むろこじんじゃ：二木島湾の西）
にお祀りしている。三毛入命は、屍は
見つからなかったが御魂を阿古師神社

（あこしじんじゃ：二木島湾の東）にお
祀りしている。また、二木島の漁村には、

「かつて地元の漁民がカツオ船で神武天
皇を助けに急行した」古事を起源とす
る古代の例祭を厳格に継承する「二木
島祭」がのこっている。
　今年のむすびの里の研修では、実際
に船で海上に出て、海難に会った熊野
灘から漂着した熊野荒坂の津（楯が崎）
に行き、そして、この海難でなくなっ
た神武天皇の御兄弟を祀る室子神社と
阿古師神社（二木島）に参拝した。参
拝にあたっては、荒谷が御兄弟の故郷
である高千穂神社で下賜された御神酒
をもってお参りした。
　神武天皇一行は、熊野に上陸したも
のの熊野の神の毒気に罹り全員気を失
う。この辺りに、熊野古道「逢神坂峠」
というところがある。実際来てみれば
わかるが、海岸から柱状節理の山がせ
り上がり、植生は厳しく、毎日のよう
に霧が立ち上る神秘的な土地だ。この
危機を助けたのは、高倉司（たかくらじ）
という熊野の住人だった。高倉司は、
建御雷神（たけみかづちのかみ）から
授かった韴霊（ふつのみたま）という
剣を持って神武天皇のもとに参上した。
すると、たちまち神武天皇と士卒全員
が再び覚醒したと伝わる。この高倉司
を祀る神社は、新宮市の神倉神社とや

熊野市の大丹倉（おおにくら）という
熊野のグランドキャニオンのようにせ
り立った山の頂上に存在する。韴霊の
剣は、後に10代崇神天皇によって奈良
県天理市の石上神宮（いそのかみじん
ぐう）に祀られた。韴霊の剣は、石上
神宮の御神体として境内の禁足地の土
中にお祀りされていたが、明治になっ
て御神域の調査発掘をした際に、実際
に土中から石棺に入れられた状態で出
土している。
　復覚した神武天皇御一行は、態勢を
整えられ、この地熊野から橿原に向け
険しい陸路を約100km前進された。こ
の経路は、現在国道169号線が通って
いるが、崖崩れなどでしばしば通行止
めになる本当に険しい道のりである。
その御苦労は並大抵ではなかったであ 
ろう。俺が住む飛鳥町はその出発後に
あたる。
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和歌山県新宮市にある神倉神社ゴトビキ岩。

三重県熊野市にある熊野荒坂の津記念碑。 三重県熊野市の阿古師神社。 奈良県天理市にある石上神宮。

三重県熊野市
にある熊野古
道伊勢路の逢
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三重県熊野市
の高倉剣大明
神（大丹倉山
頂）。

三重県熊野市の室古神社。

熊野灘から見る楯が崎（三重県熊野市）。
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